
○　本校の概要 令和7年1月29日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

●学校では避難訓練により、各児童が災害等につ
いての危機感をもち適切に対応する指導を行って
いる。引続き、震災を含め、日常、交通安全、歩行
中にも注意をはらう児童の育成を図ってほしい

●ＰＴＡとして、学校と家庭、学校と地域をもっとしっ
かりつないで参りたいと思う。

🔴保護者アンケートの回収率が９８％とは驚いた。
先生方がしっかり育ててくれていることが信頼感を
高めているためと思われる。

🔴協議会では学校で行われていることがしっかりと

報告されていてわかりやすい。

🔴校長先生が、地域に対して受け入れていこうと
思っていることが、学校全体のここちよさにつな
がっているのだと思う。ありがとうございます。

🔴地域教育連絡協議会の一員として、六郷小の１

年間にかかわらせていただき感謝している。六郷
地区の伝統を守りつつ現代に合わせ地域の一員と
して今後も六郷小を見守りたい。学童保育、児童
館利用の児童が六郷小児童ということで、今後も
情報共有したい。

●夏の校内での研修を行い、2学期からの学校図
書館での貸出率が昨年の倍に上がったと聞いて、
先生方の努力が分かった。

🔴「六郷とんび凧」の取組に向けて先生方が苦労し

ているとわかった。

🔴教職員の日々の努力に感謝している。授業公開

や大学教授からの指導を受けて全員で授業改善
に取り組むことや、特別支援教育の校内委員会を
設置し指導法を共有していることに感動した。

◇各教員の得意分野を他教員へ
　広めるための授業公開や研修を
　実施し、教員全体の能力向上を
　図った。

◇特別支援教育に関する校内委
員
　会は、情報及び指導法が共有で
　き、充実化が図れた。結果とし
　て児童の意欲的な姿に表れた。

◇授業について大学教授の指導を
　受ける機会（実地・オンライン）
　を６回設定し、授業改善への手
　立てを全教員で学び、共有して
　取り組んだ。

◎次年度も様々な研修機会を大切
　にして、計画的な実施をしてい
　く。他校の研究大会への参加も
　推進していく。

Ａ４

Ｂ４

●クラスメイトや全体で共創出来る環境があるの
で、集中力が高まり自分らしく結果を出すことがで
きる。

🔴いじめなどの対応として個人の聞き取りの適切
な対応が求められると思いますが、先生方の努
力、お力に感謝します。

🔴学校公開を見る限り、児童が落ち着いていると

わかった。スクールソーシャルワーカーとの連携は
今後も続けるとよい。

🔴特別支援学級が開級され指導を活発に検討し、
支援児の特徴に合った指導は大変奥が深い。

🔴いじめについて考える授業に関心がある。今度

ご教示いただきたい。

🔴いじめは見えないところで起こる。その原因は

様々でこどもたちとその原因や背景などの理解を
深めていじめをなくすために自分たちができること
を考える。
🔴「特技発表会」は児童の個性を引き延ばすチャン

スの場であると思った。

◇特別支援学級と特別支援教室
拠
　点校という特色を生かし、各教
　員間で指導法についての学びや
　検討が活発になっている。支援
　員との連携も深まっている。

◇毎学期、いじめについて考える
　授業と児童アンケートを実施し、
　個別面談も含めて、いじめや不
　登校の未然防止と早期発見に
　組織的に取り組んだ。

◇他者を認める、応援する行動
　を積極的に賞賛してきたこと
　で、児童間、特に他学年に対
　しての良好なかかわりが昨年
　度以上に多く見られるように
　なった。

◎自己肯定感や他者を尊重する
　心の育成にさらに努めていく。
　児童一人一人のよさが発揮でき
　認め合える機会をさらに増やし
　ていく。今年度２回実施した特
　技発表集会等の取組の充実を図
　っていく。
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Ｂ４
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◇毎月の安全指導を計画的に実
　施した。また、避難訓練では、
　地震・火災・津波・不審者侵入
　等、様々な想定で企画し、消防
　署や防災課と連携して取り組ん
　だ。

◇交通安全教室・自転車教室・歩
　行訓練等の交通事故防止に向け
　た学習を、保護者や警察等の協
　力も得ながら計画的に実施した。

◇感染症の流行状況や熱中症予
　防情報等をもとに、教育活動の
　取組を柔軟に行うことに努めた。

◎ＩＣＴ環境は、児童の学習に影
　響がないように、破損・故障等
　の即時対応に努める。また、取
　り扱い方についても指導を徹底
　する。

Ａ４

Ｂ４

４：

　 A４：「安全に過ごすために、
　　　事件・事故に気を付けた
　　　り、規則を守ったりしてい
　　　る」とアンケートで回答し
　　　た児童の割合が９０％
　　　以上。
　
　 B４：「学校は、安全教室や
　　　避難訓練等を行い、防
　　　犯・防災教育に取り組ん
　　　でいる」 とアンケートで
　　　回答した保護者の割合
　　　が９０％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。

　 A４：「読むこと・書くこと
　　　・計算することの力が
　　　身に付いてきている」と
　　　アンケートで回答した児
　　　童の割合が９０％ 以
上。
　
　 B４：「こどもに基礎学力や
　　　体力が身に付いてきて
い
　　　る」 とアンケートで回答
　　　した保護者の割合が９
０
　　　％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。
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学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

●学校公開で授業を参観し、児童に解決意欲が
育っている様子が伺えた。理解力はもう少し期待し
たいが、子供の意欲を向上させたい。これからが
楽しみである。
🔴コロナ禍以降、学校行事をやめたり縮小している
学校が多いと聞くが、六郷小は学芸会、展覧会、
運動会等を従来通り行っている。校長の裁量で学
校は大いに変わる。児童の成長も見られ、保護者
にも好評なので、六郷小では今後も大事にしてほ
しい。
🔴2学期の学芸会は素晴らしかった。児童の人間
形成にとても役立っていて大きな成長が伺えた。
🔴学芸会のような児童が生き生きと発表できる機
会を、児童館でも計画したい。
🔴3学期は1年生もタブレットＰＣの使い方が上手に
なっていて驚いた。
🔴評価アンケートの保護者、児童の回収率の高さ

に感動した。学校運営への関心や期待の高さの表
れでもあり、教職員の尽力の賜物でもある。
●問題解決的な学習と満足感を表現させる場づく
りを今後も期待する。
●こどもたちの興味や関心のある活動をしたり、自
分たちで課題を見つけたり作ったり、多様性の授
業が必要。

🔴児童は外国人の先生の授業を楽しみながら受け

ていた。

🔴「おおたの未来づくり」という取り組みをはじめ地
域とのかかわりを深めることに期待したい。

●英語授業により、外国語への親しみが増加して
いる現代にマッチした教育方針に賛成する。また、
人材育成として「人権意識や他者意識」「様々な違
いを受け止め自分の考えや気持ちを適切に表現
する」学習を通して経験を積み重ねてほしい。

●英語が苦手な中学生が多いため、高学年から中
学校へスムーズにつながる仕組みがあるとよい。

●英語でＡＬＴの時間以外でも休み時間や給食時
間等でも交流の機会を増やす。

●基礎学力、体力がしっかりしてきたので、自分の
好きなものやことが見つかり楽しく過ごせると思う。

●卒園児ばかりでなく、学童保育のこどもたちが楽
しそうに保育園に来てくれる。やさしいこどもたちで
ある。

●児童館では忘れ物、落し物が多い。また、親子と
もども挨拶があまりできていないため、効果的な対
応をしたいと思っている。学校とも連携することを視
野に入れたい。

●保育園の年長児の保護者会で、入学までに家
庭で取組むことや、あらためて親の役割について
確認する等の副校長の話を聞き、保護者の参考に
なった。

🔴算数授業や運動意欲の刺激、運動量の確保等

に力を注ぐ教職員の姿を拝見している。運動会や
水泳では児童一人一人が参加意欲、向上心をもち
積極的に自主性を重視した指導をしている。

🔴公開授業で指導案が示され授業内容について

理解を深められた。
🔴読書への関心が高まり、教職員、図書ボランティ

アのご尽力と感銘を受けた。

●少人数教室での個々の学習の定着で苦手意識
をなくして、タブレットの使用でゲーム感覚で自然と
基礎を定着させてはどうか。

４：

３：

２：

１：

４：
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保護者アンケート回答率９８％
児童アンケート回答率９９％

◇未来社会を創造的に生きる力を
　付けるために、学習指導及び特
　別活動に主体的に取り組もうと
　する児童の育成に取り組んだ。

◇学習指導では、自分の考えを問
　う発問を吟味すること、しっかり
　考える時間と学習の振り返りの
　時間を確保することを重視した。
　また、すべての教科において、
　問題解決的な学習になるように
　授業づくりを進めた。

◇学習・特別活動とともに、他者と
　協働して取り組む活動を積極的
　に行い、共に活動することから得
　られた満足感を表現させる場を
　積み重ねるようにした。

◎成果評価の結果から、概ね満足
　できる状況である。主体的に学
　校生活を送る児童が増えてきて
　いる状況を継続するため、学校
　教育活動全体のさらなる充実を
　目指して改善していく。

◇外国語指導員の活用や、英語で
　の挨拶を計画的に行う英語の日
　（週１日）の取組を通して、児童の
　英語への親しみが増してきてい
る。

◇様々な人々と適切にかかわる力
　の土台となる人権意識や他者意
　識の育成を、道徳や外国語活動
　のみならず、教育活動全体で意
　識して取り組んだ。保護者会や学
　校だより等を活用して、このことを
　学校が重視していることを発信し
　てきた。

◎保護者の評価は高いが、児童自
　身は自分の考えを伝えることがも
　う一歩と捉えている。様々な違い
　を受け入れられる土壌づくりに努
　めるとともに、自分の考えや気持
　ちを適切に表現することから他者
　とよりつながる経験が積めるよう
　にしていく。

Ａ３

Ｂ４

４：

◇基礎的・基本的な内容の定着を
　図るために効果があった、
　「六郷小復習重点ウイーク」
　「六郷小漢検ウイーク」
　「六郷小読書週間」を継続した。

◇児童が「わかる・できる」を目指
　した算数授業の校内研究を継続
　し、習熟度別に単元計画を柔軟
　に立てる工夫等を実践した。

◇授業観察時には、授業改善推進
　プランを明記した指導案を作成す
　るようにし、確実な実施を目指し
た。

◇水泳授業は２学期も含めて全学
　年１０時間以上実施し、運動会、
　持久走大会等の取組も充実させ
　た。スポーツタイムや夏季休業中
　の水泳指導回数も確保し、運動
　意欲への刺激や運動量の確保に
　努めた。教員も休み時間に校庭
　に出て、児童と運動遊びを実践し
　た。

◎月間読書冊数の区調査では、昨
　年度より倍増することができた。
　学校図書館の充実や読書指導
の
　教員研修、図書ボランティアの活
　発な取組の成果である。継続し
て
　いく。

◎体力向上の取組に比べて、基礎
　学力の定着の取組に対する保護
　者の評価は高くない。授業改善
に
　加え、家庭学習と補習の充実化
を

Ａ３

Ｂ３

２：

１：

４：

成果
評価

令和６年度　大田区立六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数：２９７名　　学級数：１２学級（特別支援学級含む）　［令和６年１０月２５日現在］
・明治８年に開校し、今年度開校１４９年目を迎える区内でも指折りの歴史と伝統をもつ。
・令和５年４月、特別支援学級（３組）が開設し、従来からのサポートルーム拠点校という特色とともに、特別支援教育の充実を図っている。
・今年度も「児童一人一人にとって楽しい学校」（六郷笑楽好）を目指す学校像とし、「わかる・できるを目指した授業」と「他とのかかわり」を大切にした活動、教員の指導力向上のための取組により実現を目指す。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
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４
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学校関係者記入欄
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学
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く
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ま
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

目標に対する成果指標

7

４：

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

2

3

8

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。 Ａ４

Ｂ４

２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ

Ａ 9

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

　 A４：「自分の考えを伝えた
　　　り、考えの違う友達のこ
　　　とを認めたりしている」
　　　とアンケートで回答した
　　　児童の割合が９０％ 以
上
　
　 B４：「様々な違いを尊重す
　　　るこどもに育ってきてい
　　　る」 とアンケートで回答
　　　した保護者の割合が９
０
　　　％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。 ③情報技術を適切に活用した授業の実施

を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

3

4

4

③感染症や熱中症等の防止に努め、状況
に応じて適切な判断をして教育活動を行っ
ている。

　 A４：「暮らしているこの六郷
　　　地域のことが好きである」
　　　とアンケートで回答した
　　　児童の割合が９０％ 以上
　
　 B４：「地域人材や施設、外
　　　部機関を活用した学習が
　　　推進されている」 とアン
　　　ケートで回答した保護者
　　　の割合が９０％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。

◇六郷地域の人材や環境を生かし
　た学習を継続するとともに、新た
　な連携先を開拓し、授業づくりを
　行った。

◇地域の伝統的な学習として実施
し
　てきたとんび凧製作が、伝承者
の
　減少から継続困難な状況となっ
た
　が、校内教員実技研修を行い、
指
　導体制を整えた。

◇「地域に開かれた学校」の評価
　の向上を目指し、各種便りやホー
　ムページ、緊急メール等での情
　報発信に努めるとともに、様々な
　学習・行事への保護者及び地域
　教育連絡協議会委員の来校を
　実現した。

◇「のびのび六郷応援隊」の協力
　者が増え、教育活動に関わって
　いただける機会が多くなり、教
　育活動が充実した。

◎ＰＴＡ・地域の協力に感謝すると
　ともに、さらに学校が地域連携の
　核となるように努める。新たな取

Ｄ

Ｃ

3

3

4

３：

Ｂ 1

Ｂ 2

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

Ｃ

2

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

２：

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

2

3

4

3

　 A４：「学校は楽しい」とア
ン
　　　ケートで回答した児童
の
　　　割合が９０％ 以上。
　
　 B４：「こどもは、楽しく学校
　　　生活を送っている」とア
　　　ンケートで回答した保護
　　　者の割合が９０％以
上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。 ２：

１：

4

　 A４：「自分でよく考えたり、
　　　友達と協力したりして、
　　　学習や行事にすすんで
　　　取り組んでいる」とアン
　　　ケートで回答した児童
の
　　　割合が９０％ 以上。
　
　 B４：「すすんで考える力や
　　　他者とかかわる力が
育っ
　　　てきている」 とアンケ
　　　ートで回答した保護者
の
　　　割合が９０％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。

3

　
 A４：「先生はよく話を聴い
　　　て、困っているときに助
　　　けてくれる」とアンケー
　　　トで回答した児童の割
合
　　　が９０％ 以上。
　
　 B４：「一人一人を大切に
　　　した教育活動が行われ
　　　ている」 とアンケート
　　　で回答した保護者の割
　　　合が９０％以上。

　 A３：８０％以上。
　 B３：８０％以上。

　 A２：７０％以上。
　 B２：７０％以上。

　 A１：７０％未満。
　 B１：７０％未満。
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